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　調布九条の会「憲法ひろば」第98回例会は、12月14日（日）午後４時半から「あくろすホール」で行われました。この日のテーマは、「メディアの危機に見る『戦時体制』の気配―朝日バッシングと『慰安婦』問題―」。


　司会を石川康子世話人（写真左）が、レポートを丸山重威世話人が担当。　　（編集部）





　この日は突然降ってわいた衆院総選挙の投票日で、参加者が心配でしたが、新しい人も多く３６人。講師の「女たちの戦争と平和資料館（ＷＡＭ）」館長で、元ＮＨＫディレクターの池田恵理子さん（写真右）の話に耳を傾け、お話のあとも熱心な討論が続きました。


　メディアから


「慰安婦」を消


　す「総仕上げ」


　池田さんは、慰安婦問題にずっと取り組んできた経験から、「安倍首相のような歴史修正主義者による『記憶の暗殺』にどう取り組むか、市民としての活動をしてきた経験から話したい」と前置きして、「朝日が８月５、６日に慰安婦問題の記事を出したとき、まず思ったのは『当たり前のことをなぜ今言うのか』ということだった」「メディアから慰安婦問題を消すための『総仕上げ』ではないか」と話しました。


　そして、①問題にされた「済州島で慰安婦狩りをした」という「吉田清治証言」は「証拠にはできない」とされているものだが、慰安婦は既に日清戦争の記録にある、②特に１９３７年の南京事件で、ものすごい数の強姦が出る中で、軍上層部が指示して多くの慰安所が作られた、③政府は慰安婦問題を朝鮮半島に限って言っているが、マレーシアなど東南アジアにも多かった、④「女性国際戦犯法廷」でＮＨＫの番組はひどい改変をされたが、５年後、長井暁プロデューサーが告発して問題が明らかになった、⑤教科書では、９７年には中学歴史教科書にはすべての教科書に載ったが、安倍現首相が事務局長の「日本の前途と歴史教科書を考える若手議員の会」の誕生でバッシングが始まった―などの事実を指摘しました。


「『戦争と性』で


考えよう」「メデ


ィア内部からの


告発を」


　こうした中で、池田さんは、質問に答えて、「朝日の記事は、やっぱり記者がバッシングを受けていたので、けじめを付けたいと考えたのかな、と思った」「ＮＨＫは、ただ自由にものが言えないだけでなく、相互監視みたいになっている」「日本の場合、買春ツアーがあったように、女性に対する特別な見方があるのではないか」と指摘しました。


　こうした提起に、会場からは「慰安婦問題は男性をもおとしめていることだ。やはり単なる『性暴力』ととらえるべきではなく『戦争と性』という角度で見るべきだ」「ＮＨＫだけではないが、メディアで内部からの告発がないことが問題だ。どうしたらいいか、外からも考えなければ…」などの意見が出ていました。


　（丸山　重威・記）
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